
《受検者数》

2012年度→773名

2013年度→104名

《検出例》 《不検出例》

49歳　男性 77歳　男性

身長158㎝　体重67kg 身長157㎝　体重62.3kg

Cs137  779 検出下限値　260 Cs137  不検出 検出下限値　253

Cs134  384 検出下限値　228 Cs134  不検出 検出下限値　221

K40  2110 検出下限値　2810 K40  不検出 検出下限値　2710

　　　　　　 　　２０１３年度事業報告

1．放射線量の測定事業

① 全身放射能測定

原発事故から３年が経過したが、測定に訪れる受検者の中にはまだまだ体内から高い数値のセシウムが検出されるこ
とがある。家族で気にせず山で採った山菜を食べているなど、それぞれに理由はある。家庭の中には幼い子どももいる
ので子どもの内部被曝が心配される。
測定件数については、年々受検者数が減少している。時間の経過により現状に慣れが生じたことが大きな要因と考えら
れる。
しかし、現在も食品や土壌から高い放射線が検出されることもあり、内部被曝のことを考えるとホールボディカウンター
による測定はこれから、今まで以上にきちんと行なっていかなければならないことである。

※図1は2012年度受検者数と2013年度受検者数の比較である。
また、図の下に今年度の受検者の中で、同じ性別で身長・体重も同じぐらいの体格の似ている二人の測定値を紹介して
いる。セシウムが検出される人とされない人との数値の比較ができる。体内のセシウムの数値が高かった４９歳の男性
は、椎茸の栽培を行なっており、自家製の原木栽培の椎茸を食べ続けているという食生活である。その影響で数値が高
くなったと考えられる。
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《食材検体数》

2012年度→2573検体

2013年度→1019検体

2013年度

食材検体内訳

食材の測定値については、セシウムの数値が前年度に比べ下がってきている。今はセシウム134の半減の時期であり、
その影響で下がっていることが理由の一つと考えられる。しかし、セシウム137の半減期は30年といわれており、今後は
セシウムの半減による数値の減少は期待しにくくなる。また、ストロンチウム90に代表されるベータ核種の放射線の測定
は行われておらず、現在のたらちねの測定方法ではその存在を知ることができない。そのため、あらゆる角度と方法か
ら測定を行い、内部被曝を軽減することは今後の重要な課題となる。

測定件数については、全体的に昨年度より減少している。全身放射能測定同様、現状に対する慣れが原因と考えられ
る。しかし、中には毎年同じ時期に同じ食材の測定を行うなど定期的に訪れる利用者もいる。これらの状況を考えると、
気をつけている人と、気をつけていない人の健康被害の格差は大人だけでなく、その家庭で育つ子どもにも影響がでる
ことが予想される。慣れることで安心してしまうことが危険であることを伝えていくのが今後もたらちねの測定の役割であ
る。
※図1は2012年度と2013年度の測定件数の比較である。
図2の円グラフは、2013年度の食材放射能測定の食材の種類の内訳である。

②  食材放射能測定
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※表１は2013年度の玄米の測定値である。

空間の放射線測定値が低いとされている地域の玄米からもセシウムが検出されている。

《2013年度　玄米　検出例　8件》 《原木椎茸の検出例》 Cs137+Cs134(Bq/kg)

① 内郷御厩町　採取

569

216

② 泉町下川　採取

114

52

※いずれも同一原木から採取

表１ 表２

《ゆずの検出例》

図３

表3

※表３は2013年度の食材放射能測定で高い値を示したものである。これらの測定値から自然環境の汚染の状態が推測
できる。
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※図３はゆずの測定値の変化の様子である。
セシウムが減ってきていることがわかるが、まだまだ50Bqを超えるものも多い。今後も地域の人々への注意が必要であ
る。
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※表２は原木椎茸の測定値の比較である。
①、②とも同じ原木から採取された椎茸である。セシウムの値が減ってきている様子がわかるが、それでも数値は高く、
この様子は今後も見守りながら注意喚起を行なっていく必要がある。
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2012年度→261検体

2013年度→142検体

2013年度

土壌検体内訳

土壌の測定について、２０１３年度は福島県内の汚染を測定する他に、県外の土壌の測定も行なった。それにより事故
前後の汚染の状況を知ることができる。薪ストーブの灰や、竹、樹皮などの測定も例年通り行った。
事故から3年が過ぎ、行政による民家の除染の対策が徐々に行われるようになった。そのことをきっかけに自宅の苔や
土壌を持ち込む利用者も増えた。
セシウム１３４の半減をむかえている現在も、31万Bq/kgを超える数値の苔が持ち込まれる。その高い測定値から事故
の直後の初期被曝の状態はかなり深刻なものであったと考えられる。
また、砂浜の放射能測定についても、県内だけでなく県外の砂の測定も行なっている。それにより事故前と事故後の状
態を知るとともに、汚染の移動についても推測することができる。

③  土壌放射能測定

※図1は2012年度と2013年度の測定件数の比較である。
図2は土壌測定の検体の内訳である。砂浜の測定を多く行ったことがわかる。
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※図3は砂浜の測定により、県内と県外の汚染の比較を行ったグラフである。

いわき市や茨城県の砂浜が汚染されてる様子がわかる。

※図1はたらちね通信（不定期　年4回配布　）

測定ポイント１箇所につき３～４箇所の深さに分けて測定をしているが、これは汚染が時間の経過によりどんどん下に移
動していくためである。深さを分けることにより汚染の縦の移動の様子がわかる。

測定したデータや、たらちねの活動内容をたらちね窓口、ホームページ、たらちね通信、測定報告会で公開している。地
域に測定値の情報を公開し、地域の人々の健康維持に貢献することが目的である。
また、英語、ドイツ語、フランス語の翻訳も行い、外国の支援者を始め、世界の人々に現状を知ってもらう努力をしてい
る。

②  公開事業

測定データの収集についての報告は各測定の報告の中で行っている。
1-①、②、③を参考。

2．放射線量のデータの収集と公開事業

①放射線量のデータの収集について

(注) 数値差がほとんどない為、グラフが重なっている。 
神奈川～高知にかけてはセシウム134のみ検出でしたので、こちらで出た数値は天然放射性核種の影響と思わ
れる。 
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おしどりマコ講演会　総合保健福祉センター　参加人数60名

六ケ所村ラプソディ上映＆冨田貴文トーク会　参加人数25名

西澤哲講演会　生涯学習センター研修室　参加人数30名

間崎ルリ子講演会　いわき市文化センター会議室　参加人数30名

木村真三講演会＆たらちね測定報告会　総合保健福祉センター　参加人数１３０名　　

西尾正道講演会　いわき市文化センター会議室　参加人数120名

MaMan’chu!  Cafe  Vol.1開催　常盤公民館会議室　参加人数25名

ママフォーラム開催　いわき市文化センター会議室　参加人数30名

MaMan’chu!  Cafe Vol.2開催　みさきプレステージ　参加人数４５名

木村真三講演会＆たらちね測定報告会　総合保健福祉センター　参加人数１３０名

小出裕章講演会　いわき市文化センター　参加人数４５０名

※表1は保養時期と参加者人数

2013年5月26日

2013年5月16日

2014年3月21日

2014年2月23日

2014年2月7日

2014年1月16日

2013年12月6日

3．国内外の放射線専門家との連携事業

2013年10月26日

2013年7月7日  

2013年6月6日

放射能汚染の問題をはじめ、見えない環境汚染の中で成長する子どもや、その母親に視点をおいた勉強会、講演会、
カフェ活動を行った。

4．外部被曝及び内部被曝に関する研修事業

5．放射線から市民の健康を守るための事業

福島県内外、海外から多くの個人と団体の見学者を受け入れた。たらちねからは現状の把握や放射能に関する学びの
場を提供した。それにより、様々な地域に暮らす人々との情報交換をし、交流を行うことができた。見学者は２００名を超
える人数となった。

①  NPO法人「沖縄・球美の里」子ども保養プロジェクト　いわき事務局の活動

２０１３年度は11次保養～23次保養まで行った。子ども424名、母親111名の合計535名である。２０１２年7月の1次保養
から2年が過ぎ、福島県内を中心に地域の人々に知られるプロジェクトになりつつある。しかし、保養の意味を認識して
いない保護者もまだまだ多く、今後も広報の必要性を感じている。放射能の汚染はこれから30年以上続き、そこで多くの
子どもたちが育っていくことを考えると、この保養事業が重要なものであり、今後も発展させていくべきものであると考え
ている。

2013年4月13日

図1 



※図１は参加者年齢内訳

※図２は子どもの保養参加回数の内訳

※図３は参加地区の内訳

《その他》

岩瀬郡　5名

田村郡　5名

大沼郡　5名

伊達市　5名

石川郡　1名

いわき市からの参加者の中には警戒区域からの避難者も含む。
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※不明・・・・2011年3月の事故時に居住していた住所で区分けをしている。
不明413名については現在個別調査中。

2013年3月からスタートした「たらちね甲状腺検診プロジェクト」は、2013年4月から活発に活動を始めた。
2013年度の検診実施回数は60回、受検者数は3186名であった。　※図1

また、地域別受検者数については、いわき市が一番多い。しかし、浜通り、中通りでより分けるとほぼ同数ぐらいになり、
たらちねの検診活動が一定の地域に偏ることなく行われたことがわかる。　※図2

②  たらちね甲状腺検診プロジェクト

図1 
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検診の結果を福島県の県民健康管理調査にあてはめたものが図表4である。
0歳～18歳の年齢別のグラフでは、A1とA2が多く見られる。初期被曝の影響と汚染地帯に暮らし続けることを考えると、
今後、この状況がどのように変化していくのか経過をみていくことは重要である。　※図表4

県外や海外の受検者もあった。
会津地方や石川郡などは、空間線量が低いことから、受検者の数は少なく、関心が薄いことがわかる。　※図3

石川郡 7 

南会津 4 

喜多方市 1 

白河市 1 

南相馬市 1 

安達郡 1 
その他の地域 

千葉県 61 

茨城県 50 

東京都 27 

埼玉県 14 

宮城県 7 

新潟県 5 

秋田県 3 

岩手県 3 

栃木県 3 

山形県 2 
神奈

川県 
2 

青森県 2 

北海道 1 

アメリカ 5 

地域別受検者 県外・国外 

図3 



福島県の県民健康管理調査に当てはめた場合

A判定  A1:下記所見を認められなかったもの

   　　 A2：5.0ｍｍ以下の結節（しこり）や20.0ｍｍ以下の嚢胞

B判定　二次検査を要するもの

　　　　 B：5.1ｍｍ以上の結節（しこり）や20.1ｍｍ以上の嚢胞

C判定　直ちに、二次検査を要するもの

　　　 C：甲状腺の状態等から判断して、直ちに二次検査を要するもの

図表4 
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以上、２０１３年度　NPO法人いわき放射能市民測定室　たらちねの事業報告である。

たらちね甲状腺検診プロジェクトでは、検診の内容をさらに詳細にわけている。
のう胞・結節の大きさだけでなく、数、硬さ、形、場所、中身の様子について詳細に記録し、検診直後にその写真と報告
書を受検者に手渡している。
検診は有志の医師によるボランティア協力を得て行なっている。検診中に医師から甲状腺についての詳細な説明を聞く
ことができる。そのことにより、健康に不安を感じている受検者やその保護者が正しい知識を得、病気に備える心構えを
持つことができる。また、漠然とした不安な気持ちから、知識を得ることにより安心を実感している姿が見られる。この活
動が人々の精神的な支えになっていることがわかる。

① 母親測定活動　「TEAMママベク子どもの環境守り隊」
母親のみなさんが子どもの生活環境を測定する活動である。
子どもの野外活動の場所の放射能測定の他、いわき市学校教育課の協力を得て公立小学校の空間・土壌の放射能測
定も行った。学校の放射能測定の件数は75校である。測定器と測定技術の協力をたらちねが行い、データの発表につ
いても協力をしている。母親のみなさんはたらちねの会員でもあり、団体の人材育成ということからの活動にもつながっ
ている。
※図１は「TEAMママベク子どもの環境守り隊」で測定した小学校の測定結果の1例である。

6．その他この法人の目的達成に必要な事業

地域の母親たちとの交流と活動
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